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第4節　K区の遺構と遺物

K区は，当遺跡の西部に位置し，東側にはJ区がある。K区は，酎ご向かい舌状に張り出す台地状に立地し，

北側と南側には西側から谷津が入り込んでいる。

K区からは，竪穴住居跡9軒（縄文時代7軒，平安時代2軒），土坑23基，地下式墳1基，火葬土坑2基，溝

4条，道路状遺構1条を検出した。

なお，遺構番号は，J区からの続きである。

1　縄文時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第574号住居跡（第300・301図）
／

位置　調査区南西部，H5d7区。

規模と平面形　北東壁と南西壁が撹乱を受け残存しないが，長軸5・06m，短軸〔4・52〕mの隅丸長方形と推測

される。

長軸方向　N－380－E

壁　壁高は6－11cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。床面の南部に不定形の焼けた跡が1か所確認されている。明確な掘り込みが見られず，床が

焼けていただけなので，一時的に火を焚いているが，一般的な炉とは考えにくい。

ピット10か所（P1－Pl。）。Plは長径65cm，短径45cmの楕円形で，深さ27cm，P2－P6は径29－48cmの円形

で，深さ24－85cmである。形状や配置から主柱穴と考えられる。P7・P8は長径55～85cmの楕円形で，深さ18

～27cmである。配置からそれぞれ補助柱穴と考えられる。P9・PlOは径30～40cmの円形，深さ18－52cmで，性

格は不明である。

覆土　2層からなる。自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子中量

遺物　縄文土器片少量，混入と思われる土師器片1点が出土している。第301図の1・2は深鉢の口縁部片で，

1は口唇部にキザミ，口縁部に沈線と半裁竹管による結節平行沈線文が施されている。2－は口縁部に爪形文

を巡らしている。3は探鉢の胴部片で，胎土に繊維を含み，複節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後葉（浮島Ⅱ式期）と考えられる。

－1－
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第300図　第574号住居跡実測図
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！　　　i　　　」
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第301図　第574号住居跡出土遺物実測図

第575号住居跡（第302・303図）

位置　調査区南部，H5C3区。

規模と平面形　径3．64－3．81mの円形である。

壁　壁高は34－38cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。全体的に床が軟らかく，特に踏み固められた面は見られない。

炉　2か所。炉1は中央部やや南寄りに位置し，径48cmの円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地床炉である0

火床面は，わずかに赤変硬化している。炉2は中央部やや東寄りに位置し，径26cmの円形で，床面を4cmほ

ど掘りくぼめた地床炉である。火床面は，わずかに赤変している。

炉1・2土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量

ピット　3か所（Pl－P3）。Pl・P2は径24－35cmの円形で，深さは46～59cmである。形状や配置から主柱穴

と考えられる。P3は径26。mの円形で，深さは42cmである。位置から補助柱穴の可能性も考えられるが，性格

は不明である。
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④）

第302図　第575号住居跡実測図

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

：二＿二

＿Dニ
D21．2m

l

－『去ブ‾‾

炉2

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　；　　！

第303図　第575号住居跡出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片少量，混入と思われる土師器片，鉄棒2点が出土している。第303図1は深鉢の口縁部片で，

地文に単節縄文LRを施し，細い粘土紐を貼り付けた渦巻状の浮線文が見られ，浮線文の上にキザミが施さ

れている。2は深鉢の胴部からロ縁部にかけての破片で，南壁際の覆土中から出土している。3は探鉢の口

縁部片で，口唇部にキザミが，口縁部には半裁竹管による平行洗練と，その間に刺突文が施されている。補

修孔が認められる。4は深鉢の口縁部片で，口唇部にキザミが，口縁部には変形爪形文が施されている。5

は探鉢のロ縁部片で，口唇部にキザミ，口縁部には押引きによる沈線，刺突文がそれぞれ施されている。6

は深鉢の口縁部片で，口唇部にキザミ，口縁部に沈線がそれぞれ施されている。7は深鉢のロ縁部片で，単

節縄文を地文に，半裁竹管による平行洗練，渦巻文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後菓（諸磯b式期）と考えられる。

第576号住居跡（第304・305図）

位置　調査区南部，H5b2区。

規模と平面形　長径3．46m，短径2．98mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁　壁高は29－32cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，特に踏み固められた面は確認できない。

炉　中央部やや南寄りに位置し，長径53cm，短径45cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめた地床炉である。火

床面はわずかに赤変している。

炉土居解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

I　④

第304図　第576号住居跡実測図
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ピット　5か所（Pl－P5）。Plは径25cmの円形で，深さ32cm，P2は径23cmの円形で，深さ26cmである。い

ずれも主柱穴と思われる。P3は長径45cm，短径40cmの楕円形で，深さは18cm，P4は径33cmの円形で，深さ

17cmである。いずれも性格は不明である。P5は南壁際に位置し，径35cmの円形で，深さ14cmである。性格は

不明であるが，柱穴の可能性もある。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土居解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片中量，石器1点が出土している。第305図1は深鉢の胴部片で，教本の浮線文を平行に巡らせ，

さらに浮線文の上にキザミが施されている。2－4は深鉢の口縁部片で，2・3は貝殻腹縁による波状文，

4は半裁竹管による結節平行沈線がそれぞれ施されている。5・6は探鉢の胴部片で，5は貝殻腹縁による

波状文，6は三角文がそれぞれ施されている。7は凹石で覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後業（浮島Ⅱ式期）と考えられる。

＿．坤．丁て

第305図　第576号住居跡出土遺物実測図

第576号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第 30 5図7 凹　　　 石 （5．3） 5．5 3．1 （1 24） 安　 山　 岩 Q 40，一部欠損， P L lO 2，覆土

第577号住居跡（第306・307図）

位置　調査区中央部，G4h6区。

規模と平面形　南東壁は撹乱を受け残存していないが，長径〔4．26〕m，短径3．17mの不整楕円形と推測される。

長径方向　N－370－W
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第306図　第577号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト＿＿　＿　i　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第307図　第577号住居跡出土遺物実測図

壁　壁高は15－19cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。特に踏み固められた面は確認できない。

炉　中央部やや西寄りに位置し，長径97cm，短径47cmの不整楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で

ある。火床面はやや赤変している。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径23cmの円形で，深さ23cmである。P2は長径29cm，短径20cmの楕円形で，

深さは22cmである。いずれもその形状や配列から主柱穴と考えられる。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片少量が出土している。第307図1は口縁部から胴部にかけての破片で，胴部にループ文，口縁

部には癌状貼付文が施されている。2は胎土に繊維を含み，単節縄文RLが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期前葉（三ツ木式期）と考えられる。
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第578号住居跡（第308・309図）

位置　調査区西部，H4b6区。

重複関係　本跡は，第3480号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．23m，短軸2．14mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－350－W

壁　壁高は7－11cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。特に踏み固められた面は確認できなかった。

炉　中央に位置し，径53。mの円形で，床面を4cmほど掘りくぼめた地床炉である。火床面は，赤変している0

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径30cmの円形で，深さ20cmである。P2は長径22cm，短径18cmの楕円形で，

深さ15cmである。P3は長径22cm，短径18cmの楕円形で，深さ22cmである。いずれも形状や配置から主柱穴と

考えられる。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片少量，石器1点が出土している。第309図1は深鉢の底部から胴部下半にかけての破片で，炉

の南側の床面直上から，2は探鉢の底部片で，Pl上部の覆土中からそれぞれ出土している。3は深鉢の胴部

から口縁部にかけての破片で，胴部にループ文，口縁部には洗練間にキザミと痛状貼付文がそれぞれ施され

ている。4の礫器は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期前葉（ニッ木式期）と考えられる。

l　「＋④

＿旦＿21．4ml

第308図　第578号住居跡実測図
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第309図　第578号住居跡出土遺物実測図

第578号住居跡出土遺物観察表

し⊥±72

く二二＝二⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一一　l－　　I

図版番号器　　種計測値（仰） 器形　及　び　文様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第309区l深　　　鉢B（9．8）底部から胴部下半にかけての破片。平底で，胴部は外傾して立ち砂粒・スコリアP327，PLlO2，30％

1縄文土器C13．9上がる。底面には縄文が，胴部にはループ文がそれぞれ施されてにぷい橙色（ニッ木式）

いる。 普通 床面

2

深　　　鉢

縄文土器

B（2．9）

C　6．3

底部片。平底で，胴部は外傾して立ち上がる。 砂粒・雲母・スコリア

明赤褐色

普通

P328，PLlO2，10％

覆土

図版番号器　　種
計　　　測　　　値
石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第309図4礫　　　器9．7 7．6 2．3 220安　山　岩Q41，PLlO2，覆土

第579号住居跡（第310・311図）

位置　調査区西部，G4g8区。

規模と平面形　長径3．89m，短径3．35mの楕円形である。炉は確認できなかったが，規模や平面形から住居跡

と判断した。

長径方向　N－170－E

壁　壁高は4－8cmで，綾やかに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　1か所。Plは径28cmの円形で，深さが32cmあり，規模や形状から柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。自然堆積である。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子中量
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遺物　縄文土器片少量が出土している。第311図1－4はいずれも深鉢の破片で，胎土に繊維を含んでいる。1

・2は胴部片で，1には単節縄文LRが，2には組紐文が，それぞれ施されている。3は口縁部片で，キザ

ミをもつ細隆帯を巡らせ，癌状貼付文が施されている。4は胴部片で，ループ文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期前葉（ニッ木式期）と考えられる。

！　　　；　　　！

第310図　第579号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　＿＿」

第311図　第579号住居跡出土遺物実測図

第580号住居跡（第312・313図）

位置　調査区西部，G5gl区。

規模と平面形　覆土が削平されているため，壁の立ち上がりをとらえることができなかった。炉やピットが確

認できたので住居跡と判断した。規模及び平面形は不明である。

床　確認できなかった。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径24cm，短径18cmの楕円形で，深さ19cmである。P2は径30cmの円形で，

深さ18cmである。いずれも性格は不明である。

炉　長径1．00m，短径0．74mの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。火床部は，赤変している。

炉土居解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量
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遺物　縄文土器片少量が出土している。第313図1は探鉢の胴部からロ縁部にかけての破片で，撚糸文を地文に，

半裁竹管による結節平行沈線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後菓（浮島I式期）と考えられる。

◎　4

◎

旦21．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

第312回　第580号住居跡（炉）実測図

10Cnl

！　　　；　　　！

第313図　第580号住居跡出土遺物実測図

（2）土　坑

第3474号土坑（第314・315図）

位置　調査区中央部，G4go区。

規模と平面形　南東部が削平されており，長径2．28m，短径〔1．96〕mの楕円形と推定される。深さは11cmで

ある。

長径方向　N－540－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片少量が出土している。第315図1は，探鉢の胴部片で，半裁竹管による結節平行沈線が施され

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後葉と考えられる。性格は不明である。
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旦21．2m

K

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第314図　第朗74号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　；　　＿」

第315図

第3474号土坑出土遺物実測図

第3476号土坑（第316・317図）

位置　調査区南部，H4a8区。

規模と平面形　径2．26－2．27mの円形で，深さ37cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第317図1・2とも深鉢の破片で，胎土に繊維を含んでいる。1は胴部

から口縁部にかけての破片で，胴部にはループ文，ロ縁部には癌状貼付文がそれぞれ施されている。2は胴

部片で，施文方向を変えて，縄文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期前葉と考えられる。性格は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第316図　第3476号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　・－11　　－1

第317図　第3476号士坑出土遺物実測図
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第3478号土坑（第318・319図）

位置　調査区南部，G4j9区。

規模と平面形　長径1．50m，短径1．08mの楕円形で，深さ18cmである。

長径方向　N－770－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層である。自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片中量が出土している。第319図1は探鉢の口縁部片，2は探鉢の胴部片で，それぞれ貝殻腹縁

による波状文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後葉と考えられる。性格は不明である。

：＿＿＿＝I旦21．4m

←＼　1＿　＿ノ‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！．　；　　　i

第318図　第3478号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

第319図　第訓78号土坑出土遺物実測図

第3482号土坑（第320・321図）

位置　調査区西部，H4b3区。

規模と平面形　径2．89－3．05mの円形で，深さ18cmである。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll一一一一一一十－－」

第320回　第3482号土坑実測図

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片が中量出土している。第321図1・2は

深鉢の胴部片で，1は貝殻腹緑文が，2は半裁竹管に

よる平行洗練が，それぞれ施されている。3の剥片は，

覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後葉と

考えられる。性格は不明である。
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0　　　　　　　　3cm

⊆「十二∃

第321図　第3482号土坑出土遺物実測図

第3482号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿　　；　　！

図版番号器　　種

計　　　測　　　値
石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第321図3剥　　　片3．4 1．7 0．9 5．7璃　　　璃Q42，PLlO4，覆土

第3488号土坑（第322・323図）

位置　調査区南部，H4do区。

規模と平面形　長径1．52m，短径1．24mの楕円形で，深さ36－58cmである。

長径方向　N－90－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　西側に24cmほど下がり，傾斜している。

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第323図1は探鉢の口縁部片で，縄文を地文に，半裁竹管による平行沈

線が施されている。2は深鉢の胴部片で，貝殻腹縁による波状文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期後葉と考えられる。性格は不明である。

二：「旦21．4m

二二二
トー　　；　　　＿」 ！　　　；　　　」

第322図　第3488号土坑実測図　　　第323回　第3488号土坑出土遺物実測図
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2　平安時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第572号住居跡（第324・325・326図）

位置　調査区東部，G6j2区。

重複関係　本跡の南東部壁際が，第196号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．83m，短軸3．16mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は4－14cmで，媛やかに立ち上がる。

床　平坦である。中央部がわずかに踏み固められている。竃付近に炭化材が確認されている。

竃　北壁中央部を50。mほど掘り込み，砂質粘土で構築している＼。規模は長さ68cm，幅48cmである。袖部は短く，

西袖の内面には，補強材として土師器の嚢片を貼り付けている。天井部は崩落している。火床部は，皿状で

赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。竃内からは，土師器片が多量

に出土している。

寵土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化材微量

遺物　土師器片中量，須恵器片・鉄製品1点，縄文土器片少量が出土している。第325・326図1の土師器杯は

覆土中から，2の土師器高台付杯は南東部の床面から横位の状態で，3の土師器高台付椀は北壁際の床面か

ら逆位の状態で，4の土師器嚢は中央部の床面から横位の状態で，それぞれ出土している。5の土師器嚢は，

南東部・北部の床面から出土したものと竃内から出土したものとが接合したものである。6－8の土師器嚢，

9の土師器甑は，竃内からそれぞれ出土している。10の楔は，覆土中から出土したものである。

所見　本跡は，床面や覆土中から炭化材が確認されていることから，焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺

物から10世紀前葉と考えられる。

第572号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 325 園 杯 A 〔16．2〕 底部から口縁部の破片。平底。 口縁部 ・体部内 ・外面横ナデ。 砂痘 ・長石 ・雲母 P 316 ，P L lOO ，40 ％

1 土　 師　 器 B　 5．9 体部は内攣 しながら立ち上が り， 底部回転へラ切り後，一部ナデ にぷい褐色 覆土

C　 7．0 口縁部はわずかに外反する。 調整。 普通

2

高 台・付 杯 A 12．8 高台部欠損。体部は内密気味に 口縁部 ・体部外面横ナデ。底部 砂粒 ・雲母 P 317 ，P L 99，80 ％

土　 師　 器 B （4．4） 外傾 しながら立ち上が り，口縁 回転へラ切 り。高台は貼り付け。にぷい黄橙色 内面黒色処理

E （0．5） 部は外反する。 普通 南東部床面

3

高 台 付 椀 A 16．8 口縁部一部欠損。平底。高台は 口縁部 ・体部外面横ナデ。内面 砂粒・スコリア・雲母 P 318 ，P L lOO，95 ％

土　 師　 器 B　 6．8 ハの字状に開く。体部は内攣気 ヘラ磨き。底部回転へラ削り。 にぷい橙色 内面黒色処理

D　 6．7

E　 1．0

味 に外傾 しなが ら立ち上が り，

口縁部は外反すろ。

高台は貼 り付け。 普通 北壁際床面

4

棄 A 〔18．8〕 体部 ・口縁部片。体部は内攣 し 口縁部横ナデ。体部外面下位へ 砂粒 ・スコリア P 323 ，P L lOO，10 ％

土　 師　 器 B （13．8） ながら立ち上が り，口縁部は外

反する。

ラ削 り。内面ナデ。 橙色

普通

中央部床面‘
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可

第324図　第572号住居跡実測図

U】

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

－一一」

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第325園棄B（30．9）底部・口緑部一部欠損。休部はロ緑部横ナデ。休部外面斜位の砂掛長石・スコリア・小石P319，PLlOO，90％

5土　師　器C〔14．6〕内攣しながら立ち上がり，口縁

部は外反する。

平行叩き。浅黄橙色

普通

南東部・北部床面

6

聾A　21．0休部・口緑部片。休部は内攣し口緑部横ナデ。体部外面へラ削砂粒P320，PLlOO，30％

土　師　器B（19．4）ながら立ち上がり，ロ縁部は外

反する。

り。内面へラナデ。暗赤褐色

普通

竃内

7

嚢A　20．4休部・口縁部片。体部は内攣しロ縁部横ナデ。休部外面へラ削砂粒P321．PLlOO，30％

土　師　器B（19．1）ながら立ち上がる。口緑端部は

断面三角形を呈する。

り。内面へラナデ。橙色

普通

竃内

第326図璽A〔29．0〕体部・口縁部片。体部は内攣し口縁部横ナデ。休部外面上位へ砂粒・雲母・スコリアP322．PLlOO，20％

8土　師　器B（21．3）ながら立ち上がり，ロ緑部は外ラ削り（パケ臼状）。下位・内面橙色竃内

反する。口緑端部は断面三角形

を呈する。

ヘラ削り。普通

－15－



第325図　第572号住居跡出土遺物実測図（1）
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第326図　第572号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　5cm

［二二一－十一「二二∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

P324，P L lOO，10％第326図 甑 A 〔26．4〕体部・口縁部片。体部は内攣し 口縁部横ナデ。体部外面へラ削 砂粒・雲母・スコリア

9 土　師‾器 B （14．1）ながら立ち上がる。口縁部は外

反する。

り。内面へラ（パケ臼状）削り。 橙色

普通

竃内

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
材　　 質 備　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第326図10 楔 5．9 （2．75） （1．5） （50．0） ．鉄 M25，P L99，覆土

第573号住居跡（第327・328図）

位置　調査区中央部，G5h8区。

重複関係　北壁中央部は撹乱を受け，東部は第3463・3465号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．48m，短軸3．15mの隅丸長方形をしている。

壁　壁高16－34cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

－17－
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旦21．4m
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第327図　第573号住居跡実測図

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　　　5　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器・須恵器片少量，縄文土器片1点が出土している。第328図1の土師器高台付杯は，中央部の床面

から出土している。2の須恵器杯は，覆土中から出土している。

所見　時期は出土遺物から，10世紀前葉と考えられる。

ノ
第328図　第573号住居跡出土遺物実測図

第573号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴． 手　法　の　特　徴 胎土・色調・・焼成 備　　　考

第328図高台付杯A〔14．0〕底部から口縁部の破片。体部は口縁部・体部横ナデ。高台は貼砂粒・長石・雲母P326，PLlOl，10％

1 土　師　器B（4．9）内攣気味に外傾する。 り付け。 にぷい橙色

普通

内面黒色処理

中央部床面

2

杯 A〔15．8〕底部から口縁部の破片。体部は口縁部・体部ロクロナデ。底部砂粒・長石・雲母P325，PLlOl，20％

須　恵　器B（4．2）内攣気味に外傾し，口縁部は外

反する。

回転へラ切り。 にぷい樺色

不良

覆土
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3　中・近世の遺構と遺物

（1）火葬土坑

第3485号土坑（第329図）＜付章参照＞

位置　調査区西部，H3b9区。

規模と形状　燃焼部は長径68cm，短径55cmの楕円形，開口部は径15cmの円形である。燃焼部と開口部とは，長

さ18cm，幅9－14cmの通気孔を介して繋がれている。

長軸方向　N－580－W

壁面　燃焼部は深さ20cm，開口部は深さ28cmで，ともに

ほぼ垂直に立ち上がる。通気孔の深さは，10－15cmで

断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部は皿状であり，赤変している。開口部は平

坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土居解説

1　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物・骨片少量

2　黒　　　　色　炭化物多量，骨片中量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量

う
0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　；　　　！

第329図　第3485号土坑実測図

所見　本跡は，燃焼部底面が被熱により赤変し，骨片・炭化物・炭化材が出土していることから，火葬土坑と

した。時期は，形状から中世と思われる。

第3490号土坑（第330図）

位置　調査区西部，H3b9区。

規模と形状　燃焼部は長軸64cm，短軸60cmの不定形，開口部

は径16cmの円形である。燃焼部と開口部とは，長さ14cm，

幅6－11cmの通気孔を介して繋がっている。

長軸方向　N－90－E

壁面　燃焼部は深さ19cmで，緩やかに立ち上がる。開口部は

深さ15cmで，外傾して立ち上がる。通気孔の深さは11cmで，

断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部から開口部にかけて皿状になっている。燃焼部

は，赤変している。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化材・骨片少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ロ・一ム粒子多量，焼土粒子微量

l　　⑯）

旦風一
旦21．4m

‾．、⊥二 1m

！　　　；　＿＿　」

第330図　第訓90号土坑実測図

所見　本跡は，燃焼部底面が焼け，骨片・炭化材・炭化粒子が出土していることから，火葬土坑とした。時期

は，形状から中世と思われる。
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（2）地下式墳

第47号地下式場（第331・332図）

位置　調査区東部，F6i5区。

主軸方向　N－680－W

竪坑　崩落のため，上面の形状は不明である。底面は長軸85cm，短軸81cmの方形で，平坦である。確認面から

の深さは2．03mである。

主室　底面は，長軸3．25m，短軸1．86mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは3・15mである。

竪坑との間には，75cmほどの段差を持つ。

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　27層からなる。20－27層は天井の崩落土と考えられる。自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック

粘土粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

8　暗褐色　ロ
9　黒褐色　ロ
10　黒褐色　ロ
11暗褐色　ロ
12　褐　　色　ロ
13　暗褐色　ロ
14　褐　　色　ロ
15　黒褐色　ロ

第331図　第47号地下式場実測図

－20－

ーム中ブロック・粒子少量
－ム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
－ム粒子少量
－ム粒子少量，ローム小ブロック微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量
－ム小ブロック・粒子少量
－ム小ブロック・粒子中量
－ム粒子多量

2m」



16　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

17　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

18　暗褐色　ローム粒子少量

19　灰黄褐色　粘土ブロック多量

20　褐　　色　ローム中ブロック・粒子多量

21黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

22　暗　褐　色　ローム粒子中量

23　灰　黄　褐　色　粘土ブロック多量

24　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

25　灰　黄　褐　色　粘土ブロック中呈，ローム粒子少量

26　灰　黄　褐　色　粘土ブロック多量，ローム粒子微量

27　黒　褐　色　ローム粒子中量，灰黄褐色粘土ブロック微量

遺物　土師質土器片1点が出土している。第332図1は内耳鍋で，外面はかなり強い火を受け煤が付着している。

所見　大型の地下式境である。性格については，J区に中世の墓塀と思われる遺構が数多く確認されているこ

とから，墓城との関連性があるものと思われる。

第332図　第47号地下式堰出土遺物実測図

第47号地下式塘出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 332 図 内　 耳　 鍋 A 〔3 6．4〕 休部 から口緑部の破片。内耳 1 口縁部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・長石 P 3 29、P L lO 4 ，20 ％

1 土師質土器 B （1 7．2） か所残存。 にぷい褐色

普通

体部外面煤付着

覆土

（3）土　坑

第3466号土坑（第333図）

位置　調査区東部，G6b4区。

規模と平面形　長径1．16m，短径〔1．0〕mの楕円形で，深さ45cmである。

長径方向　N－830－W

壁面　緩やかに立ち上がる。全面に粘土が貼られており，粘土の厚さは約10

cmである。

底面　皿状を呈する。粘土が約10cmの厚さで貼られている。

覆土　5層からなる。ブロックを含んでいることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　褐灰色　粘土ブロック多量

4　黒褐色　粘土粒子少量，炭化物微量

5　黒褐色　粘土ブロック中量

一21－
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第333図

第3466号土坑実測図



遺物　磁器片2点が出土している。

所見　遺構の形状や出土遺物から近世の墓壕と考えられる。

第3475号土坑（第334・335図）

位置　調査区東部，G6a2区。

規模と平面形　長径5．78m，短径4．80mの不定形で，深さ10－43cmである。

長径方向　N－670－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　4層からなり，ブロックを含むことから人為堆積と考えしられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量

遺物　土師質土器片が少量，陶器片が1点出土している。第335図1の陶器大形嚢口縁部片は，覆土中から出土

している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。性格は不明である。

第334図　第3475号土坑実測図

第335図　第3475号土坑出土遺物実測図

－22－
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第3475号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 335 図 大　 形　 粟 A 〔2 9．6〕 口緑部の破片。頸部 は内攣 し， 口緑部 内 ・外面 ロクロナデ。 秒針長石・雲母・スコリア P 33 0，P L lO 4，5 ％

1 陶　　　 器 B （4 ．8） ロ縁部 はわずか に外反す る。 口

緑部 に 3 条の洗練文 を施 してい

る。

にぷい橙色

普通

覆土

第3484号土坑（第336・337図）＜付章参照＞

位置　調査区東部，G6a4区。

規模と平面形　北東側は削平されて残存しない。長径1・68m，短径〔1・18〕mの楕円形と推定される。深さは

18cmである。

長径方向　N－280－W

壁面　緩やかに立ち上がる。粘土が貼られており，粘土の厚さは約25－45cmである。

底面　平坦である。粘土が貼られており，厚さは35cmで，3層に分層

される。

覆土　覆土は1層のみである。2－4層は側面と底面に貼られた粘土

の層である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，粘土中ブロック・ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

4　黄　褐　色　粘土大ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子少量

遺物　陶器片3点が，出土している。第337図1は，瀬戸・美濃系の香

炉である。2は，瀬戸・美濃系の菊皿である。

所見　遺構の形状や出土遺物から近世の墓堰と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l l ll ll

第336図　第3個4号土坑実測図

、闇二＝痘≡寸2

第337図　第3484号土坑出土遺物実測図

第3484号土坑出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

番　号器　形器　質

計　　測　　値（cm）
残存率
胎　土

色　調
給付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　　考

A B D E

第337区l

1

香　　炉陶　　器〔22．6〕（4．8） 10％灰　白色

エメラルド色

緑色の粕口縁部内・外面

に緑色の辛由。

瀬戸・美濃系

近世

P331，PLlO4

覆土

2 菊　　皿陶　　器 6．5 1．0 50％浅黄橙色

灰　白色

灰　　　軸内面打ち出し菊

花文。

瀬戸・美濃系

中世後半

P332，PLlO4

覆土
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4　時期不明の遺構

（1）道路状遺構

第2号道路状遺構（第338・344図）

位置　調査区の東部，G6i3－G6a7区。

重複関係　本跡の一部を第195号溝が掘り込んでいる。

規模と形状　長さ（39．0）mで，上幅1．3－2．7m，下幅0．9－1．7m，深さ0．15－0．51mである。溝状になった

底面が踏み固められている。東側に長さ〔13．3〕m，上幅0．4－1．1m，下幅0．1－0．2m，深さ0．25mの溝が

本跡に沿って走っている。

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第338図　第2号道路状遺構土層断面図

方向　G6i3区からG6a7区へ直線的に走り，それぞれ調査区外

に延びているb方向はN－220－Eである。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積をしているので自然堆積

と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム中ブロック・粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片が2点，須恵器片・土師質土器片が1点が出土している。

所見　底面が踏み固められており，長期間にわたって使用されたものと考えられる。詳細な時期は不明である。

（2）溝

第195号溝（第339・344図）

位置　調査区東部，G6e5－d6C3区。

重複関係　本跡の東端が，第2号道路状遺構を掘り込んでいる。

規模と形状　長さ11．5mで，上幅0．32－1．24m，下幅0．10－0．60m，深さ0．68m前後である。断面形はU字形

である。

方向　G6e5区から北西（N－590－W）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム中ブロック・粒子中量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡の時期や性格は不明である。第2号道路状遺構より新しい。
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第196号溝（第339・344図）

位置　調査区東部，G6b6～F6i6区。

重複関係　本跡は第3491号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長さ12．4mで，上幅0・10～1・10m，下幅0・19－0・60m，深さ0・34m前後である。断面形はU字形

である。

方向　G6b6区から北（N－20－W）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　2層からなる。ブロックを含むことから人為堆積と思われる0

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡の時期や性格は不明である。第3491号土坑より古い。

第197号溝（第339・344図）

位置　調査区南東部，H6a2－G6h3区。

重複関係　本跡が第572号住居跡を掘り込んでいる○

規模と形状　長さ11．2mで，上幅0・52－0・92m，下幅0・20～0・42m，深さ0・12－0・15mである。断面形は，U

字形である。

方向　H6a2区から北東（N－310－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　2層からなる。ブロックを含むことから人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡の時期や性格は不明である。第572号住居跡より新しい0

第198号溝（第344図）

位置　調査区北東部，F6h6－F6g7区。

重複関係　本跡は第3492号土坑に掘り込まれている○

規模と形状　長さ11．6mで，上幅0・70－1・21m，下幅0・10－0・79mである。

方向　F6h6区から北東（N－240－E）に，延びている。

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡の時期や性格は不明である。第3492号土坑より古い○

葦二5竿
第339図　第195・196・197号溝土層断面図
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（3）その他の土坑

時期・性格が不明の土坑である。これらについては一覧表で記す。

第3463号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第3467号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第3469号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第3470号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

第3471号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

第3472号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量

第3477号土坑土層解説

1　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

第3481号土坑土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化材少量

第3483号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子中量

第3486号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第3487号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

第3491号土坑土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
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5　遺構外出土遺物

当遺跡から遺構に伴わないで出土した遺物について，特色のあるものを抽出し，拓影図，実測図及び一覧表

で掲載した。

第341図1－34は縄文土器片の拓影図である。器種はすべて探鉢と思われる。

1は口縁部片で，口唇部が肥厚し，縦位に縄文が施されている。時期は縄文時代早期前葉（井草式）である。

2・3は胴部片で，貝殻条痕文が施されている。時期は縄文時代早期後菓（茅山下層式）である。

4－16は胎土に繊維を含んでおり，縄文時代前期前葉の土器である。4－6は胴部から口縁部にかけての破

片で，癌状貼付文とキザミを有する細隆帯が施されている。7は胴部片で，ループ文が施されている。4－7

はニッ木式に属するものである。8－12は胴部片で，8は組紐文が，9は無節のL縄文が，10は絡条体圧痕文

が，11は条線が施されている。12は無文である。13－16は口縁部片で，13は絡条体圧痕文が，14は複節縄文が

施されている。15は貝殻背庄痕文，16は縄文の押圧が施されている。

17－25は縄文時代前期後葉の土器である。17は半裁竹管による平行沈線が施されている。18は半裁竹管によ

る平行洗練が施され，さらに沈線間には爪形文が施されている。19－21は口縁部片で，細い粘土紐で渦巻状の

浮線文が貼付されている。17－21は諸磯b式に属するものである。22・23は胴部片で，22は貝殻背庄痕文，23

は貝殻波状文がそれぞれ施されている。浮島Ⅱ式に属するものである。24は口縁部片で，口縁部に3本の平行

沈線を施している。浮島Ⅲ式に属するものである。25－28は口縁部片で，25は口縁直下に縦位の条線，下端に

は凹凸条の刺突文を施している。興津式に属するものである。

26－30は縄文時代中期前葉の土器である。26は口唇部にキザミ，口縁部には半裁竹管による押引文が施され

ている。27は波状口縁で，半裁竹管による刺突文・平行沈線を施し，波頂下には癌を貼付し，さらに痛を棒状

工具で刺突している。28は口唇部にキザミ，口縁部には縦位に条線を施している。29は胴部片で，撚糸文を地

文とし綾繰文を施している。下小野式に属するものである。30は胴部から口縁部にかけての破片で，区画文の

隆帯に沿って角押文が施されている。阿王台I式に属するものである。

31－33は縄文時代中期中葉の土器である。31・32は波状口縁部片で，31は口唇部にキザミ，口縁部には曲線

の洗練が施されている。32は平行沈線が施されている。33は胴部片で複節縄文を地文とし沈線による懸垂文が

施されている。加曽利EI式に属するものである。

34の口縁部片は，口唇部にキザミ，下位に刺突文が施されている。時期は縄文時代後期中葉（加曽利B式）

である。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 342 図 深　　　 鉢 B （6 ．1） 底部から胴部下半にかけての破片。底部は上げ底で，胴部は外傾 砂粒・長石・スコリア P 335，P L lO5，20 ％

35 縄 文 土 器 C　 7 ．4 して開 く。無文である。 にぷい橙色

普通

表面採集

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 342 図 杯 A 〔12 ．2〕 底部から口縁部片。平底。体部 口縁部 ・休部外面横ナデ。底部 砂粒・雲母・スコリア P 333 ，P L lO5 ，20％

36 土　 師　 器 B　 3 ．3

C 〔6 ．0〕

は内攣気味に外傾して立ち上が

る。

回転へラ切 り。 橙色

普通

表面採集

37

棄 A 〔豆．4〕 休部から口縁部片。体部は内攣 口縁部横ナデ。体部へラ削 り。 砂粒・雲母・スコリア P 334 ，P L lO5 ，20％

土　 師　 器 B （8 ．1） しながら立ち上がり，口縁部は

外反する。

橙色

普通

表面採集

38

竃　　　 鍔 A 〔30 ．．0〕 羽釜の鍔 を受ける部分は水平で 口縁部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 341 ，P L lO5 ，5 ％

土師質土器 B　 4．6

C 〔25．4〕

ある。断面形は逆 L 字形である。 にぷい橙色

普通

表面採集
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第341図　遺構外出土遺物実測図（1）
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第342図火　　　舎A〔31．4〕底部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ナデ。 砂粒・雲母・長石P336，PLlO5，30％

39 瓦質土器B14．8

D〔24．4〕

E　2．8

休部はわずかに外傾して立ち上

がる。三足がつき，休部に刻印

花紋が施されている。

黄灰色

普通

表面採集

番　号器　形器　貿
計　　測　　値（cm）
残存率
胎　土

色　調
給付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　　考

A B C D

第342図

40

天目茶碗陶　　器〔11．6〕（4．4） 10％浅黄橙色

黒褐色

鉄　　　粕口縁部はわずか

に屈曲し，短く

外反。

瀬戸・美濃系

17C前葉

P337，PLlO5

表面採集

41

捏　　鉢陶　　器〔17．0〕（3．4） 5％にぷい黄程色

にぷい黄橙色

灰　　　粕口縁部内・外面

に粕。貴人が目

立つ。

不明

近世

P338，PLlO5

表面採集

42 徳　　利陶　　器－（4．0）6．4 －10％灰黄色

灰　白色

灰　　　粕底部に粕付着。瀬戸・美濃系

近世

P339，PLlO5

表面採集

43 捨　　鉢陶　　器－（3．9）〔15．2〕－5％
暗赤褐色

にぷい赤褐色

鉄　　　寒由多条の揺り目。明石・堺系

近世

P340，PLlO5

表面採集

図版番号器　　種
計　　　測　　　値

現存率（％） 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（mm）重量（g）

第342図44羽　　　口（7．1）（5．1）－（72．0） 15
DP18，PLlO5，表面採集

図版番号器　　種
計　　　測　　　値

石　　質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第342図45石　　　皿（16．9）（13．9）6．0 （1900．0）安　山　岩Q43，一部欠損，PLlO7，表面採集

第343図46石　　　皿（15．の（9．5）5．8 （896．0）安　山　岩Q44，一部欠損，PLlO7，表面採集

47 磨　　　石（4．3）6．9 3．4 （110．0）安　山　岩Q45，一部欠損，PL107，表面採集

48 不明石器7．2 5．3 4．0 100．0軽　　　岩Q46，　　　　　 PLlO7，表面採集

49 剥　　　片3．0 3．5 1．1 10．2チャ　ートQ47，　　　　　 PLlO7，表面採集
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表1前田村遺跡K区住居跡一覧表

住居跡

番　号
位置 主軸方向 平 面 形

規　　 模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm）
床面

内　 部　＿施　 設 ・
覆土 出土遺物

備　　　　　 考

新旧関係（古→新）主柱穴壁柱穴ピット入口 炉・竃

572 G6j2 N －2 0－E ・隅丸長方形 3．83　×　3．16 4 －14 平坦 － － － － 竃 自然 土師器，須恵器，鉄製品 本跡→S D 196

573 G5h 8 N －2 0－W 隅丸長方形 3．48　×　3．15 16－34 平坦 － － － － －
自然 土師器，須恵器 本跡→S K 3463，3465

574 H5中 N －380－E 隅丸長方形 5．06 ×〔4．52〕 6 －11 平坦 6 － 4 － －
自彿 縄文土器，土師器

575 H5C3 － 円　　　 形 3．81 ×　3．64 34－38 平坦 2 － 1 － 炉‘
人為 縄文土器，土師器，鉄淳

576 H5b 2 N －0 0 楕・円　 形 3．46　×　2．98 29－32 平坦 2 － 3 － 炉 自然 縄文土器，石器

577 G4h 6 N －370－W 不整楕円形 〔4．26〕×3．17 15－19 平坦 2 － － － 炉 自然 縄文土器

578 H4b 6 N －350－W 隅丸長方形 3．23　×　2．14 7 －11 平坦 3 － － － 炉 自然 縄文土器，石器 本跡→＿S K 3480

579 G4g 8 N －170－E 楕　 円　 形 3．89　×　3．35 4 －8 平坦 1 － － － － 自然 縄文土器

580 G5g l － － － － － － － し2 －
炉 － 縄文土器

表2　前田村遺跡K区溝一覧表

溝

番号

中心

位置
主軸方向

規　　　　　　　　 模
壁面 断面 覆土 出 土 遺 物

備　　　 ・考

新旧関係（古→新）
長さ（m ） 上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（cm）

195 G6d 4 N －590－W 11．5 0．32－1．24 0 ．10－0 ．60 68 外傾 U 人為 S F 2 －→本跡

196 G6a6 N － 2 0－W 12．4 0．10－1．10 0 ．19－0 ．60 34 垂直 U 人為 ・本跡→ S K 349－1

197 Gqj3 N －310－E 11．2 0．52－0 ．92 0 ．20－0 ．42 12－15 緩斜 l U 人為 S I 572－→本跡

198 F6g 6 N －24。－E 11．6 0．・70－1．21 0 ．10－0 ．79 － － － －
本跡－・S K 3492

表3　前田村遺跡K区土坑一覧表

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　土　 遺　物 備　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm）

3463 G5h9 N －100－W 不　 整　 形 1．32　×　0．97 36 外傾 凹凸 自然 S I 573→ 本跡

3465

3466

G5h9 N －250－W 不　 整　 r形 1．10　×　0．76 36 外傾 凹申 － S I 573－→本跡

G6b4 ，N －830－W ．楕　 円　 形 1‘．16 ×〔1．00〕 45 緩斜 皿状 人為 磁器 粘土貼土坑

3467 F6 i5 N － 7 0「－E 隅丸長方形 1．82　× 1．10 20 ．綾斜 1平坦 人為 本跡→ S K 3469

3469 F6i5 N － 3 0－E 隅丸長方形 1．60　×　0．76 47 外傾 平坦 人為・ S K 3467→本跡

3470 G5i9 N －780－W 楕　 円　 形 0．67　×　0 ．58 12 績斜 皿状 自然

3471 G5h8 －
円　　　 形 0．61 ×　0 ．58 16 外傾 平坦 自然

3472 G5h云 － 円　　　 形 1．04　× 1 ．02 12 外傾 車坦 自然

3474 G4go N －540－W ．〔楕　 円　 形〕 2 ．28 ×〔1 ．96〕 11 緩斜 平坦 自然 縄文土器

3475 G6a2 N －670－E 不　 定　 形 5 ．78　×　4 ．80 43 緩斜 凹凸 人為 土師質土器，陶器

3476 H4a8 － 円　　　 形 2 ．27　×　2 ．26 37 外傾 平坦 自然 縄文土器

3477 H5e3 N － 9・0－W 長　 方　 形 1．97　× 1 ．47 91 垂 直 平坦 人為

3478 H4j9 N －770－W 楕　 円　 形 1．50　× 1．08 18 緩斜 平坦 自然 縄文土器

3480 H4b 6 N －540－E 楕　 円　 形 2．12　× 1．72 － － － －
S I 578と重複

3481 H4a4 － 円　　　 形 1．32　× 1．28 24 緩 斜 凹凸 自然

3482 H4b 3 －
円　　　 形 3．05　×　2．89 18 外傾 平坦 自然 縄文土器，石器

3483 G4j3 － 円　　　 形 1．65　× 1．62 16 媛斜 平坦 自然

3484 G6a4 N －280－W 楕　 円　 形 1．68 ×〔1．18〕＿ 18 緩斜 平坦 人為 陶器

3486 G5i6 N －900 長　 方　 形 1．62　× 1．01 113 垂直 平坦 人為

3487 G5h6 N －880－E 長　 方　 形 1．58　×　0．93 30 垂直 平坦 人為 粘土貼土坑

3488 H4do N － 9 0－E 楕　 円　 形 1．52　× 1．24 58 垂直 平坦 自然 縄文土器

3491 F6j6 N －150－E 長　 方　 形 1．61 ×　0．97 64 垂直 平坦 人為 S D 196→本跡

3492 F6f6 N －850－W 長　 方　 形 （2．00）× 1．18 99 垂直 平坦 － S D 198→本跡
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6　まとめ

K区からは，縄文時代，平安時代，中・近世にわたる遺構と遺物が検出された。ここでは，各時期の検出さ

れた遺構と出土遺物について概要を述べ，まとめとする。

縄文時代

検出された住居跡は，前期前葉3軒，後期後葉4軒である。遺物は，縄文時代早期から後期にかけてのもの

が出土している。早期，中期，後期の遺物は少量出土しているだけで，この時期に該当する遺構は確認されて

いない。集落が営まれたのは前期前葉から前期後葉と思われる。A－J区においては，縄文時代前期以前の住

居跡が確認されていないことから，前田村遺跡で最初に集落が営まれたのはK区と思われる。

前期前葉の住居跡は，第577－579号の3軒である。各遺構ともローム面からの掘り込みは浅い。平面形は，

不整楕円形，隅丸長方形，楕円形である。炉は付設されているもの（第577・578号住居跡），付設されていな

いもの（第579号住居跡）があり，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。主柱穴は1か所から3か所で，

配置に規則性は見られない。

前期後葉の住居跡は，第574－576，580号の4軒である。浮島式期と考えられる住居跡は第574・576・580号

である。第575号住居跡は諸磯b式期と考えられる。浮島式期の住居跡の形態を見てみると，平面形は方形で規

模は一辺5m前後のもの（第574号住居跡）と，円形で径3m前後のもの（第576号住居跡）が見られる。炉は

第576・580号住居跡に付設され，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。主柱穴は2か所から6か所まで

様々で，前期前葉の住居跡と同様，配置に規則性は見られない。

平安時代

竪穴住居跡2軒が検出された。第572号住居跡からは，内面黒色処理された土師器高台付杯と椀が，第573号

住居跡からは，内面黒色処理された土師器高台付杯が出土している。共に，10世紀前葉に位置づけられると思

われる。第573号住居跡には竃が設置されておらず，倉庫として利用されていた可能性も考えられる。

中・近世

今回の調査で，中・近世の遺構としては，地下式墳1基，火葬土坑2基，粘土貼り土坑2基，土坑1基が検

出された。

地下式壕は，北東斜面から検出され，大形である。遺物は，土師質土器内耳鍋片1点が出土している。隣接

した場所に火葬土坑が位置していることもあり，さらに，J区には，中世の墓城と思われる遺構が検出されて

いることから，貯蔵庫ではなく，埋葬にかかわる施設と考えられる。

火葬土坑は，中央部から2基が対で検出された。いずれも骨片，多量の焼土，炭化材が出土している。人骨

が出土した土坑は確認されていないが，J区で墓墳群が検出されていることから，何らかゐ関連があるものと

考えられる。

粘土貼り土坑は，地下式壕に隣接した場所から2基が対で検出された。遺物は陶磁器片（香炉，菊皿，碗）

が出土している。骨片等は出土していないが，出土遺物が副葬品と考えられるため近世の墓壕とした。平成4

年度に調査したA区，5年度に調査したC区からも対になる粘土貼り土坑が検出され，報告書では，家族また

は親族単位の墓であった可能性が考えられるとしている（1）。
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第4章　　前田村遺跡の変遷

前田村遺跡は，平成4年度から5年間にわたり発掘調査が行われた。調査面積は約140，000汀自こ及んでいる。

調査の結果，当遺跡は縄文時代前期から中・近世に至る複合遺跡で，長い間，人々の生活の場であったことが

明らかになってきた。検出された遺構は縄文時代の竪穴住居跡410軒（前期7軒，中期302軒，後期47軒，晩期

8軒，不明46軒），古墳時代の竪穴住居跡43軒（前期26軒，後期17軒），平安時代の竪穴住居跡26軒，土坑約

3，500基，地下式墳47基，井戸37基，溝198条である。それに伴う遺物の量も遺物収納コンテナ（60×40×20cm）

に2，000箱以上と膨大な量である。これらの遺物の中には完形も多く，特に当遺跡の中心となる縄文時代中期の

遺物は，当時の文化を考える上で県内屈指の好資料である。

ここでは，時期ごとに概要を述べ，主な遺構と遺物を掲載することによって，全体のまとめとしたい。

旧石器～縄文時代前期（第345・346図）

旧石器時代のものとして，B区南部から石器類集中地点1か所が確認されている。そこからはナイフ形石器，

尖頭器，剥片などが出土している。また，J区から表面採集資料としてナイフ形石器（頁岩）が1点出土して

いる。

縄文時代前期の遺構としては，竪穴住居跡と土坑が台地西部のK区に分布している。遺物は，縄文時代前期

前葉のニッ木式期と前期後葉の諸磯b式期，浮島I・Ⅱ式期の土器片が出土している。いずれも小片であり，

図示できるものは少ない。

縄文時代中期（第347－358図）

中期の中でも阿王台I a式期以前の遺構は，未確認である。この時期の遺構は，阿王台I b式期以降でⅡ・

Ⅲ・Ⅳ式期と徐々に増加する。竪穴住居跡や土坑は，台地の中央部のD・H区を中心に分布している。遺物は

阿王台Ⅳ式期のものが多く，勝坂式期や中峠式期の土器も見られるようになる。

中峠式期は，阿王台Ⅳ式期から加曽利EI式期にかけて重複する時期である。竪穴住居跡は，中央部のC・

D・G区に分布している。G区では住居跡が環状に巡ることから，環状集落が存在していたと考えられる。土

器は口縁部文様帯が重厚な阿王台式の様相を持つもの，キザミを持つ隆帯が貼付されているなど勝坂式の様相

を多く持つ土器が多い。また把手は1ないし2単位で，連続コの字状文が加えられた土器も多い。また，勝坂

式系や大木式系の様相を持つ土器も見られることから，人々の交流が広範囲なものであったことをうかがわせ

る。

加曽利E式期の遺構は，当遺跡内に広く分布している。分布の中心は台地中央部のC・D・H区であるが加

曽利EⅡ式期からEⅢ式期にかけては，遺構が東部と南部に広がりを見せる。この時期はD区において竪穴住

居跡が窪地を囲んで環状に点在する様相が顕著にみられる。また，G区では加曽利EI式期の竪穴住居跡が中

央の広場を中心に環状に分布し，加曽利EⅡ式期になると南東部を広場として環状に分布している。このこと

は集落が移動したことを示している。

第76・208号住居跡は，壁溝を有するという特徴を持つ。また土坑の形態は，阿王台Ⅲ式期から加曽利EI式

期にかけては袋状の土坑が大半で，加曽利EI式期から加曽利EⅣ式期には円形，あるいは円筒状のものが多

くなる傾向がみられる（1）。

土器の胎土は，加曽利EI式期以前と加曽利EⅡ式期以降では様相が異なる。阿王台式期から加曽利EI式

期にかけては，石英・長石・雲母を多く含む暗褐色の土器が多いのに対し，加曽利EⅡ式期以降は細粒になり，

褐色を呈するものが多い（2）。
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D区の第1158号土坑からは，成年一壮年男子と思われる人骨が頭部に土器を被せられた状態で出土している0

埋葬された時期は，出土した遺物から加曽利EI～EⅡ式期と考えられる。また，H区の第2463号土坑からも・

ほぼ1体分の成年女子の人骨が出土している○人骨にともなう遺物が検出されなかったので，詳細な時期は不

明であるが，周辺の土坑との関係から中期であることは間違いない（3）。

縄文時代後期（第359－366図）

称名寺式期及び堀之内式期の遺構は，加曽利E式期に比べ少ない。さらに中葉の加曽利B式期の遺構となる

とわずかである。遺物は，表面採集を含めてもその数は極端に少ない。そういう意味でも・G区の第475号住居

跡の出土遺物は，数少ない良好な資料である○生活の拠点はやはり，C・D・H区の北側の低湿地を望む高台

である。

安行1・2式期の遺構は，加曽利B式期の遺構よりは多く確認できる。生活拠点は，中期よりもわずかに南

側に移るようで，台地の北側に位置するC区の縁辺部には確認できない。I区の第463号住居跡からは，安行1

・2式期のミミズク形土偶が良好な状態で出土している。

縄文時代晩期（第367・368図）

安行1・2式期から安行3a・3b式期までは，生活拠点の移動はないようであるが遺構数は少ない。当遺

跡で，縄文時代の遺構として確認されるのは安行3b式期が最後である。表面採集を含めても安行3C式期以

後，弥生時代を含めた古墳時代前期前葉までの遺構・遺物は確認されていない。

古墳時代前期（第369・370図）

生活の拠点は，縄文時代の拠点であった台地中央部よりやや西側となる0検出された住居跡には時間差がみ

られ，I期，Ⅱ期に細分することができる。

I期の住居跡は，H区北部に位置し10軒が検出されている○出土遺物は，器台・台付棄・元屋敷系の高杯な

どである。

Ⅱ期の住居跡は，J区中央部と南西方向に広がる低湿地を見下ろす南側斜面に位置し，16軒が検出されてい

る。第519号住居跡や第545号住居跡からは良好な状態の遺物が出土している。これらの遺物を観察すると，

○　有段口縁を持つ壷や棒状浮文を有する壷が終末の様相を呈する。

〇　台付嚢や元屋敷型の高杯は見られず，柱状の脚を持つ高杯が見られる○

○　パケとミガキによる調整である。

などの特徴が見られる。これら2軒の住居跡は，いずれも前期後葉と考えられる。これらの特徴は，I期とす

る住居跡の特徴とは明らかに異なる。その他の南部に存在する住居跡の遺物も第519・545号住居跡と同様な特

徴が見られることから，集落が北部から南部へ移ったと考えられる。

古墳時代後期（第371・372図）

台地の南東部のF区から6世紀前葉の住居跡が4軒，西部のJ区から6世紀後菓－7世紀前葉の住居跡12軒

が確認された。

F区の4軒は，いずれも一辺が6・7mの方形で，北壁に竃を持つ住居跡である。遺物のほとんどが土師器

で，杯・高杯・襲・甑・台付嚢等である〇第313号住居跡からは，台付嚢が出土している。この時期の台付嚢は，

群馬や埼玉には見られるが，県内での出土は希である。また，第514号住居跡からは須恵器の嚢が1点出土して

いる。

J区においては，一辺が7m前後の方形の住居跡が点在して－いる。これらの住居跡は，重複はなく，主軸方

向に同一性が認められる。また，遺物からも同時期性が認められる。第514号住居跡出土の須恵器高杯は，TK
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－209窯式期のものと思われ，7世紀初頭と考えられる。J区において出土した須恵器は，この1点のみである。

この時期以降，平安時代初頭までの遺構・遺物は確認されない。

平安時代（第373・374図）

住居跡は，台地の中央部から南端部の傾斜地まで分布している。住居跡の規模は，一辺が3・4mのものが

主である。竃は北壁，または東壁に位置し，掘り込みも浅く小型である。1軒あたりの遺物の出土量も少なく，

杯が2・3点，それに嚢が加わる程度である。第510号住居跡から，墨書土器が1点出土している。いずれの住

居跡も出土遺物から，9世紀後菓～10世紀中葉の時期と考えられる。

G区の第1983号土坑からは，和鏡が小刀と思われる破片とともに出土している。時期は11－12世紀と考えら

れる。

中世（第375・376図）

当遺跡の中世は，館の存在が考えられる時期（前期）と墓域として存在していた時期（後期）とに大きく二

分される。

はじめに館の存在が考えられる時期について記述する。調査区域内に集落の存在を示す痕跡は少なく，わず

かにG区から掘立柱建物跡3棟，H区から小皿（13世紀前葉か）をともなう方形竪穴状遺構，第1号堀が検出

されているのみである（4）。この堀からは，底部の切り離しが回転糸切りと丸底の小皿とともに4型式期（5）と考

えられる常滑窯産の嚢の口縁部片が出土している。これらと同時期の小皿は，第1号堀の南側に位置する第3101

号土坑からも検出されている。さらに，南東側のE区からF区にかけて検出されたクランク状の第38号溝もそ

の規模や断面形から，第1号堀と同じ性格が与えられる可能性がある。

これらの掘立柱建物跡・方形竪穴状遺構・第1号堀は，台地中央部付近に散在している。また，これらの遺

構から出土した遺物は，いずれも13世紀前葉と考えられることから，館の存在が考えられる。

次に墓域として存在していた時期について記述する。当遺跡の各所から，数多くの地下式壕をはじめ，墓墳・

火葬土坑・井戸・溝・土坑，I区からは墳墓が検出されている。これらの地下式壊・墓墳・火葬土坑・井戸・

溝・土坑等は複雑に絡む様相が見られる。これらをまとまりとして捉えると，六つのグループ（便宜上，第1

遺構群一第6遺構群とした）に分けることができる。以下，それら遺構群の特徴を記す。第395図には，地下式

壕の分布を記した。

第1遺構群は，A区南部に位置する。第77・84B号土坑からは，人骨と古銭（永楽通賓・宣徳通賓）が出土

している。また，第84A号土坑からは人骨と五輪塔，宝筐印塔が，第96A号土坑からは人骨と五輪塔が出土し

ている。これらを含め，明らかに墓壕と思われる土坑が周辺に密集している。地下式壕や火葬土坑はともなわ

ないようである。

第2遺構群は，D区南部からF区の北部にかけて存在する。北側を第45号溝に，西側を第49号溝によって区

画された地域にあたる。検出された地下式壕は，12基である。覆土中から土師質土器内耳鍋片が出土している。

また，周辺には多数の土坑が存在している。このうち第1671号土坑から人骨が出土している。それ以外にも土

坑から，陶器が数点出土している。

第3遺構群は，H区の南部に位置する。地下式墳2基とその周辺から多数の土坑が検出されている。人骨や

土器等の遺物は検出されていない。

第4遺構群は，J区北部に位置する。第145・146・147号溝に地下式壕や土坑が囲まれるような様相である。

検出された遺構は，地下式墳5基，土坑（墓墳・火葬土坑を含む）約150基，井戸2基である。人骨や古銭が

出土している3基の土坑は，墓壕とした。形状は，いずれも100cmX80cmほどの隅丸長方形である。特に，第
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3008・3025号土坑は隣接しており，時期的に近いことを示している。また，第4遺構群には径20－30cm前後の

ピットが土坑とともに群在している。方形竪穴状遺構は見られない。第33・34号地下式境は重複関係にあり，

また，第33号地下式壕の底面からは藁状の炭化物が出土している○その他の地下式墳からは，土師質土器内耳

銅片，常滑嚢の口縁部片が出土している。土坑からは土師質土器内耳銅片，古銭等が出土tている。

第5遺構群は，J区西部に位置する。地下式墳2基，方形竪穴状遺構3軒，土坑（墓墳・火葬土坑を含む）

約220基，井戸2基である。第4遺構群にあるような墓壕は見られない。土坑の形状は長方形，方形などが主で

ある。規模は一定しないが，長軸100－120cm前後のものが多い。この地区では，火葬土坑が多く確認され，第

3444・3445号土坑は隣接し，規模や形状も同様であることから，時期的に近いことが考えられる。第22号方形

竪穴状遺構の床面からは灰状の遺物が，第23号方形竪穴状遺構の床面からは，土師器質の皿が出土している0

地下式壊，土坑等からの出土遺物はない。

第6遺構群は，J区中央部に位置する。地下式墳6基，方形竪穴状遺構5軒，土坑（墓墳・火葬土坑を含む）

約30基，井戸1基である。第40・41号地下式壕は，隣接していることや規模・形状・主軸方向から同時性が考

えられる遺構である。第3278号土坑は火葬土坑で，多量の骨片と炭化材とともに，土製数珠玉3個が検出ざれ

ている。第3261・3296号土坑も火葬土坑で，いずれも平面形は長方形である。第3261号土坑は，長軸7mX短

軸1．2mほどの規模で，長軸方向の両端にピット状のくぼみを持ち，ピット間がわずかに溝状に掘りくぼめられ

ている。第3296号土坑の覆土の下位層からは，多量の炭化材が検出されている。第6遺構群も第5遺構群同様，

遺物はほとんど出土していない。

これらの中世の遺構群は，その周辺で生活したの人々の墓城と考えられる。遺構に伴うかどうかの問題はあ

るにせよ，常滑片や比較的多く出土している内耳銅片からは，これらの遺構群が15世紀から16世紀を中心とし

た時期に存在していたことが想定できよう。

近　世

近世の遺構は，A区から粘土貼り遺構を中心に検出されている（4）。出土遺物は，陶磁器（皿・碗・灯明受皿），

京焼系の化粧入れ，六道銭と思われる古銭（寛永通賓），煙管等である。他の調査区からも，瀬戸・美濃系の皿

や碗の破片が，表面採集されている。

註（1）横堀孝徳は，当遺跡C・D・E区における土坑の形態を分類している。「前田村遺跡の円筒状土坑につ

いて」『研究ノート』6号　茨城県教育財団1997年6月

（2），（3），（4）については，『茨城県教育財団文化財調査報告第146集』－1999年3月刊行－を参照されたい。

（5）赤羽一郎・中野晴久「生産地における編年について」『全国シンポジウム「中世常滑焼をおって」．資料

集』日本福祉大学知多半島総合研究所1994年

（6舶土貼り遺構について吉原作平は，墓壕と流し溜に分類している。「粘土貼り墓壕についての一考察一

前田村遺跡の粘土貼り遺構を取り上げて－」『研究ノート』3号　茨城県教育財団1993年7月

－39－



面
Lr）

寸
の

些

宗…

踪
三ピ

悪
回
堆

ー40－



感
　
払
聡
暫
謳
現

当

享

鼻

41

葦

（0
トt

の

∽

の

専断
遠
くェ）
可‘
の

些

容
姻
e
翫
提
ど
盟
桝
臆



面
「、
tr
M

堕

罪
裾
収
用

匡

宗≡
甘
ど
皆
皿
堰

ー42－



－43－

ート
十も

子
正
貨

面
忘等
①　ぐり

芸堕
の

畢
贈
c
宗…
唱
和
出
匿



面
CD
寸
Pつ

堕

話
堀
彗

受
N

－44－



i、、こ・・・ここ

Jこ・．さ‥；・・、；

i

二事

打

45

12
・Hl

Pつ

－Iニ
・H

N

r、、

寸　　　°

富　の

さ■　　　＿

∽　－巨

望蒜

面
C⊃
Lr）
の

些

ト蜜
害蛸
芸c

…‡

彗
甘



面
Uつ
Pつ

堕

宗≡
瑠
ト」

LJ

苗’

加

買
いつ

ー46－



－47－

【卜
十も

いつ

uつ

・l：、

旺：

堤

面
N
u）
の

碓
N　ヽJ

M

芸葦
P c
語
唱
H

u」

最
知
扇



面
いつ
uつ
M

堕

畏
瑠
H
u」

最
知

舅
寸

ー48－



！　ト一

二　　〇

と　N

き　石

・篭

；‘　寸

ー49－

㌧
ノ
、
j
一
中
二
ハ
マ
㍉
い
∴
ノ
へ
l
、
㍉

一望
十も

ぐり

の

…　小
父　　上全
の　　　C⊃

N
▼．　　　「、

－1こ

［ビ

澤

OI

寸

の

▼・‘

1‾‾

面
罵　芯
▼　　M

；童暗
く乃　　　　）

9　牽
姻
e
蒜
瑠
i≡

uJ

最
知
呂



ー50－

面
uつ
u〇
m

些

語
†式

∈：1

u」

宗
】知

舅
Lr）



桝

慮
肛
耶
日
蝕
柳
川

lJl
lO

の

N

「ト
十も

OD

「、

FIこ
【ビ
澤

哀
q〇
Lr）
M

の些
ト

石　容
姻

P e

宗…

†式

E］

LJ

扁
加
宗



ー52－



Pヽこ＝＝＝＝＝こミ＞

欝

－53－

Pも㌔

ート
十も

00

（．D

riこ

N［ヒ

竺：涯
の

の
▼－

、二‘一∴主
‾一丁、・－ム・一一一一∴二

㌢紆者葦
：・’　＿ノー

lO

：上
、　　の

．．

▼．‾

▼‘‾

伝
〇〇
Ln
M

堕

…毒

…茎
宜
≧
u」

最
知
芸



面
Cn
Ln
nつ

堕

蒜
堀
聴
岬

垂

宗…

津
ど
皆
1＞く

堰

ー54－



「卜
十も

CD

－iこ

旺：

堤

遠
C⊃
q〇
の

些

畢

≡空
の　宗…

⑬　憾

僻
岬
．蕾



ー56－



頗

慧
瘍
傍
慧
砂

．
J
・
′
．
．
H
ヽ

面
N
U⊃
M

型

牽
姻
e

宗≡
宜
・g

－N
撃



－58－



l、．1

〃
伸
娩

由

転

i二、．

自

陣

の

でq

∽

く0
▼‾

F－、J

年＝＝こき

、

h

t

t

t

l

l

U

l

一

l

t

J
t
h
l
l
H
I
H
I
H
l
l
l
H
l
l
l
l
l
l
ロ
l
l
l
l
U
l
l
＿
l

I

m

細・、
．

」

59

lll

ト・．

寸

の

寸
▼‾

？
▼‾

ート
吐く

漂

伝
寸
u〇

（Y）

些

畢

蛸

e

宗…

†式
皿

扁
知
音



ー60－



亡・こ勺＼
く

∴　∴・
「卜
・l寸

Cn

rl二
十も

0〇

M

lp　　　　．

三「ト

の［ビ

空：濃

61

面
q〇
く〇
m

堕

蜜

冒讐
石　呂…

ト寵
N

は：
騨



面
「、

（」D
Pつ

堕

宗…

絹
上

の

（C

M

虻：
榔

買
麿

ど
皆
料
理

；≧

－62－



諏

cO
ト．

3ピ

ール

N

▼‾

63

面
C0
（．D
の

畢

渥

①贈
苫　c

話語
の憬
Jコ

の

再

の

駐
騨



－64－



65

一

㌧

H

、

一

－

「

一
一

乳

＼

＼
里 ≡璽

rヽ、

＿　　いつ

の些

畢
蛸
c

宗…
踪
ど
皆
畢
佃



－66－



67

慨；
1・・、．1－

（



ー68－

面
0つ
ト、
いつ

堕

ど
盟
騨
計

芦



∴こ：‘・寸

）

ヽ

、

苗1　1　－　　－　1

㌔
S

69

∈
U
O

Ⅱ…

ll　＝＝

“
l
、
湖

＼
峨 輸

］

面
寸
「、

m

寸　堕

冨毒

；き
皆
秘
にト



1＼

ー70－

面
の
lヽ、

の

嘩

車l
甘・

声



畢
堀
ト
票
叶
くつ
N

碓

畢
髄
仁
君
叶
0〇

碓

畢
撼
ト
裏
叶
の
いつ

碓

l、l、l＼、、一、lll｝－一

畢
寵
卜
裏
叶
（．D
M

N維

71

竪
堀
仁
君

竺
N

碓

畢
瑠
ト
要
叶
l．r）

諒

竪
堀
仁
君
叶
⊂⊃
N

糠

∈
0
0
くu

絹



参考文献

・大川　清，鈴木公雄，工楽善通編『日本土器事典』雄山閣出版株式会社1997年3月

・財団法人印旛郡市文化財センター「佐倉市高岡地区宅地造成予定地内埋蔵文化財調査報告書（I）」『高岡遺

跡群I』生活協同組合千葉県勤労者住宅協会1993年9月

・浅野晴樹「関東における中世在地産土器について」『研究紀要』第4号　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

1988年1月

・樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート』2号　茨城県教育財団1992年7月

・桃崎祐輔「中世常陸における葬送の風景一中世墓の諸相と通史的叙述への試論－」『茨城県考古学協会誌』

第7号茨城県考古学協会1995年8月

・吉原作平「中世墓域の検討一谷和原村西ノ脇遺跡を例に見て－」『研究ノート』5号　茨城県教育財団

1996年6月

・白田正子「茨城県における中世末から近世にかけての土師質内耳土器について－つくば市古屋敷遺跡の出土

例を中心にして－」『研究ノート』7号　茨城県教育財団1998年6月

－72－



付＿立早

前田村J・K区出土の人骨について

国立歴史民俗博物館　西　本　豊　弘

前田村J・K区から出土した骨は大部分が焼けた人骨であった。よく焼けているため小さな破片になってお

り，人骨かどうか分からないものもあった。それらにはヒト？と記載した。頭蓋骨や歯や四肢骨が認められ，

人骨と確認されたものもある。出土内容の記載で，部位の記載がなくヒトとしたものは，四肢骨の内面や骨質

からヒトと判断したものである。

さて，焼けた人骨のうち，土坑3278号出土のものは，頭蓋骨・左側上下顎骨・大腿骨・椎骨・指骨が認めら

れた。歯はすべて焼失しており，年齢は成人としか言いようがない。また，土坑3429号出土人骨では，尺骨ま

たは槙骨の中間部破片が認められた。

焼けていない人骨は，土坑3246号と3275号から出土した2体である。土坑3246号人骨は，切歯と犬歯合わせ

て7個分と臼歯10個分があり，それらの歯冠部のエナメル質はかなり摩耗していた。また，いくつかの歯の表

面には，朗歯と思われる穴が見られた。これらの状況から老年と判断した。土坑3275号人骨では，8個分の歯

を確認したが，それらは象牙質とセメント質が消失しており・歯冠部分しか残っていなかった。このことから，

この人骨は焼けていないと判断した。以上の人骨の年代については，土坑の出土状態と焼骨が多いことから中

世のものと推測される。

〈出土内容〉

J区

SK3104

S K3140

SK3175

SK3246

S K3275

SK3278

SK3403

SK3412

SK3419

S K3424

SK3428

S K3429

S K3444

S K3445

S K3450

焼骨極少量。ヒトではない？

ヒト焼骨少量。

焼骨極少量。ヒトではない。

ヒト老人歯17個分。焼けていない。翻歯あり。

ヒト成人臼歯8個分。焼けていない。

ヒト焼骨少量。頭蓋骨・上下顎骨・四肢骨・椎骨・指骨あり。成人。

ヒト？焼骨少量。

炭化物少量。

ヒト焼骨少量。

ヒト焼骨少量。

ヒト？焼骨少量。

ヒト焼骨少量。四肢骨あり。成人。

ヒト焼骨少量。

ヒト？焼少量。

ヒト焼骨少量。
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SK3458　　ヒト？焼骨少量。

SK3493　　ヒト？焼骨少量。

K区

SK3484　　焼骨極少量。

SK3485－1　ヒト？焼骨少量。頭蓋骨片あり。

SK3485－2　ヒト焼骨少量。顎骨？破片あり。
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写 真 図 版

ナ
一



PLl



第33・34号地下式城

第3296号土坑土層断面

第3278号土坑遺物出土状況 第3278号土坑遺物出土状況

第3444号土坑土居断面 第47号地下式墳





PL　4

第503号住居跡遺物出土状況・出土遺物（1）



J区

S1503－2

PL　5

S1503－5

第503号住居跡出土遺物（2），第506号住居跡



J区

第507・508号住居跡・遺物出土状況・出土遺物（1）



J区

S1508－5

第507・508号住居跡出土遺物（2）



S1536－1

第536号住居跡・出土遺物（1）

S1536－5 S1536－4



J区

S1536－3

S題536－9

SI536－2

第536号住居跡出土遺物（2）

PL　9

Sl536－10

SI536－8



S1524－2

第524号住居跡，第524・535号住居跡出土遺物

・′‾J・一山　　1－



J区

Sl550－1 S1550－2 S1550－3

PLll

S1550－4

第550・553号住居跡出土遺物



第2986号土坑遺物出土状況 第2990号土坑

第2990号土坑土層断面 第2991号土坑

第2994号土坑 第2995・2996号土坑

第2997号土坑 第2998号土坑



第3131号土坑

第3133号土坑遺物出土状況

第3135号土坑土層断面

第3248号土坑



PL14

第3250号土坑 第3269号土坑遺物出土状況

第3273号土坑遺物出土状況

第3323号土坑土層断面

第3325号土坑

第3316号土坑

第3323号土坑

第3389号土坑遺物出土状況



J区

4

SK2992

PL15

第2991・2992・2993・2997・2998号土坑出土遺物



PL16

10

第2986・2989・2990号土坑出土遺物

J区

6

SK2990



J区

SK3000－1

第3000号土坑出土遺物

SK3000－8



J区

第3001・3130・3133号土坑出土遺物



J区

SK3131－2

SK　3248－1

第3131・3135・3237・3248・3273号土坑出土遺物



PL20

第3250・3269・3323号土坑出土遺物

SK3250－1

SK3269－2 SK3269－4



J区

第3323・3325・3326号土坑出土遺物

SK　3323－7





J区

第511号住居跡・出土遺物

サ空1号

S151ト3

S151ト7



SI505－2

第505号住居跡・竃土層断面・出土遺物（1）

SI505－1



PL25



PL26



S‡514－4

第514号住居跡遺物出土状況（2）・出土遺物（1）



PL28

第514号住居跡出土遺物（2）

J区

S1514－10



S1526－5

第526号住居跡・竃・出土遺物

SI526－6

S1526－1

S1526－2



SI519－1

第519号住居跡・出土遺物（1）

三つl＿ミ亡：二二一

S董　519－7



J区

湛

㌔、盛一・号専一だ

i・’遠

S1519－12



S1520－13

第520号住居跡・遺物出土状況・出土遺物（1）



J区

SI520－8

第520号住居跡出土遺物（2）

PL33



第525号住居跡・竃・遺物出土状況



J区

SI525－1

SI525－5

SI525－7

第525号住居跡出土遺物（1）

PL35

S1525－2

S1525－6

S1525－8



PL36 J区

第525号住居跡出土遺物（2）



第537号住居跡・出土遺物

SI537－4



S1527－2

第527号住居跡・竃・出土遺物（1）

S1527－3


